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非常持ち出し品を準備しよう

非常用持ち出し品（例）
共通の備え
□飲料水・食品
□衣類・下着・タオル
□懐中電灯・ラジオ
□貴重品
　（現金、保険証など）

□応急セット・常備薬
□ウェットティッシュ
□消毒用アルコール
□マスク　□歯ブラシ
□体温計　□雨具　など

□生理用品
□防犯ブザー　など

女性の備え

□大人用紙パンツ
□杖・補聴器　など

高齢者の備え

□ミルク（缶タイプ）
□おむつ・お尻ふき
□母子健康手帳
□離乳食　など

乳幼児の備え

　避難するときに必要な持ち出し品は最低３日分です。年齢や性別によって
持ち出し品が異なるので、自分に必要なものを備えておきましょう。

風水害にどう備える？
　風水害から自分の身を守るためには、「正しい知識」、「準備」、「情報収集」が大切です。自宅や職場周辺の災害
リスクを再確認し、日頃から避難方法などを考えておきましょう。

問防災危機管理課（☎内線2270）

情報の入手方法を知っておこう 各種防災情報は
こちら▶

　事前登録が必要なものもあります。いざというときに慌てないよう、使い方を確認しておきましょう。

◎土浦市公式ホームページ
　災害情報や防災行政無線の内容を発信

◎茨城県防災・危機管理ポータルサイト
　気象庁の防災気象情報や土浦市の災害情報を発信

◎キキクル（危険度分布)
　土砂災害や洪水などの災害発生の危険度を発信

◎VACAN Maps
　避難所の写真や開設情報、混雑状況などを発信

◎防災行政無線放送アプリ「コスモキャスト」
　放送内容をスマートフォンで発信

◎防災行政無線
　防災の緊急を要する情報を発信

◎土浦市公式LINE
　避難の呼びかけや災害関連情報を発信

◎防災行政無線テレフォンサービス
　放送内容を電話で確認　　0120‐826‐113

緊急時に受け取る 緊急時に調べる

　ハザードマップには、被害想定エリアや指定避難場
所一覧などに加え、災害の備えに役立つ情報が載って
います。避難計画の作成など、事前の対策をしておき
ましょう。

◆３月に「洪水ハザードマップ」が新しくなりました。
　乙戸川・花室川・備前川・新川・境川・上備前川・
天ノ川が新たに洪水浸水想定区域に追加されました。

洪水
ハザードマップ

内水
ハザードマップ

土砂災害
ハザードマップ

ハザードマップを活用しよう ハザードマップは
こちら▶


